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昭和の５６、５９、６０豪雪を契機に、長野県では５９年度に融雪対策研究会を発足し、屋根雪対策の

研究を重ねその成果を６１年度に手引書として取りまとめました。 

その後融雪屋根の住宅や、自然落雪屋根を採用した高床式の住宅の普及により、克雪住宅対策として一

定の成果があったと考えています。 

 

しかしながら、平成１８年豪雪では、１２月から１月にかけての異常な低温の連続により、屋根雪が凍

りついて自然落雪屋根がうまく機能しないなどの現象が見られ、この場合非常に危険性を伴っていること

がわかりました。また、高齢社会の進展により屋根雪下ろしの負担がますます深刻化していることが改め

て浮き彫りになったところです。 

 

本書は、住宅の耐雪化の一層の促進と、高齢社会に対応して雪下ろしの負担軽減を図るための克雪住宅

の一層の普及促進を目的として、豪雪地域の建築関係団体や行政関係、学識経験者からなる「雪に強い住

まいの研究会」を設置し、平成１８年豪雪の教訓を踏まえた検討を行うとともに、手引書の見直しを行い

その結果をまとめたものです。 

 

克雪対策は、地域の降雪量や住宅の構造等によって様々です。 

豪雪地域にあっては、木造住宅の場合、過去の最大の積雪量に耐えられることを目標に構造を設計する

と、建築的にも経済的にも負担が大きい計画となります。建物にどの程度まで積雪の耐力をもたせるのか、

雪下ろしの負担軽減を図るための屋根対策はどうするのかなど、総合的な検討が必要です。 

また、異常気象による不測の事態に備え、地域防災の観点からのバックアップ体制も望まれます。 

 

本書が建築関係の方々はもちろんのこと、マイホームを計画しておられる県民や、雪国にお住まいの方々

にも広くご活用していただけることを願っています。 

 

 

 

                           平成１８年１２月 長野県住宅部 
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